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㊟大学情報詳細は、必ず各大学公表の「学生募集要項」を確認してください。  

大学入試の基礎知識（その２） 
<1〉「総合型選抜」と「学校推薦型選抜」 

総合型選抜（旧ＡＯ入試）と学校推薦型選抜（旧推薦入試）、この２つは、これまで学力があ

まり問われていないような例が少なくありませんでしたが、2021 年度入学者選抜からは、各

大学が実施する評価方法に共通テストを含む教科・科目に係るテストや、小論文、プレゼンテ

ーションを活用することが必須とされ、より学力を重視した選抜へとなっています。 

そして、志望にあたっては自分で考えたことなのか、今まで以上に主体性を問われることに

なります。以下、一般的な特徴をまとめてみましょう。 

 

(1) 「学校推薦型選抜(指定校推薦・公募制推薦)」 

■学校長の推薦が原則必要 

■出願条件に学業成績基準・現浪制限などあり 

○大学が指定する高校の生徒が対象 

         ○合格率は高い(必ずしも 100％ではない) 

 

○出願条件をクリアすればどの高校からも出願可能 

         ○学校ごとに人数制限の場合あり(埼玉県立大など) 

■調査書などの出願書類、面接などで審査する。調査書の学習成績の状況(評定平均値)などに加 

えて、英語外部資格・検定試験の成績も出願資格に加える大学も増加しています。 

■国公立の学校推薦型選抜は、出願資格として高い学習成績の状況を要する場合があります。

学習成績の状況が明示されていない場合でも、実際はかなり高い数値でないと合格は難しい。 

（例）202６年度選抜の場合 

《千葉大学文学部》：A 段階（4.3～）など  《埼玉大学教養学部》：4.３以上の 

 (2) 「総合選抜型」 

■一般選抜、学校推薦型選抜に次ぐ第三の入試 

 大学側が求める学生像（アドミッションポリシー）に合っているかどうかや、学びへの意欲 

や関心、適性を重視して選考する入試。選抜方法は大学ごとに異なりますがいずれも強い志 

望動機が必要です。 

■国公立大、難関私立大の総合型選抜( 

 AO 入試の枠は拡大されつつあります。これは大学の３つのポリシー（ディプロマポリシー・ 

カリキュラムポリシー・アドミッションポリシー）に沿って活躍が期待できる優れた学生を 

集めたいという方針によるものです。決して学力不問の入試ではありません。共通テストを 

課す大学もあります。高い学力・志望分野への強い興味関心が求められます。 

さらにはポートフォリオ・エビデンスや英語４技能試験のスコアなど具体的に実績を示すも 

のが欲しいところです。面接練習を十分に行えばどうにかなるというレベルではありません 

が、第１志望の大学ならばトライしてみる価値はあります。 

■英語外部資格・検定試験の成績も出願資格に加える大学も増加。 
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<２>「学校推薦型選抜」・「総合型選抜」準備の心構え 

活用するなら「第一志望大学・学部であること！！ 
■「学校推薦型選抜」「総合型選抜」は基本的には第一志望校の受験機会の拡大として活用 

■ 早期の受験準備・出願校の決定が必要 

 ○一般選抜とは異なる受験準備が必要 

 ○一般選抜の勉強を並行して継続すること 

■ 受験準備に多大な労力がかかる場合あり 

 ○国公立大・難関私立大では入念な受験準備が必要。 

「学校推薦型」「総合型」は一般選抜と試験内容が違うので、かなりの負担増になる覚悟が

必要です。また、早く決めたいからといって推薦・AO 入試に流れると後で悔やむことにも 

なりかねないので、受けるのであれば第一志望校であることが大前提です。 

■学校推薦型選抜型・総合型選抜の特徴 

区分 
学校推薦型 

総合型 
公募制推薦 指定校推薦 

学校長の推薦 必要 必要 不要 

主な選考方法 

・書類選考 

・面接 

・学科試験 

・面接 

・小論文 

・書類選考 

・面接 

 

※上の図は一般的な特徴であり、各項目について例外があります。 

 

『第一志望合格を目指して！』   『駿台予備学校資料』より 

《第一志望に合格する生徒像》 

 ①素直に吸収する・・・高校の授業を大切にする。予習・復習を大切にする。 

 ②あきらめずにやり遂げようとする 

・・・何時間かかってもいろいろな角度から一つの疑問を解決しようとする。 

 ③自己分析をし、苦手分野から逃げない 

・・・定期考査などの結果や模試の結果をきちんと受け止め、反省する。 

 ④いざというときに頑張れる体力がある 

              ・・・普段の生活で、食事と起床、就寝、学習時間のリズムを作る。             

 ⑤自己責任能力がある・・・やるべきことをきちんとする。 

 

《第一志望の合格はかなり難しいタイプ》 

 １ 提出物の提出期限が守れない 

 ２ 机上や私物の整理が出来ない・・・・・・鞄の中は？自分の部屋は？ 

 ３ 参考書や問題集を必要以上に買い揃える・・・学校で使うものは、消化できてますか？ 

 ４ 模試やテストの復習をしない・・・・・・点数だけを見て、後は？ 

 ５ 睡眠時間が不規則か、あるいは短い・・・授業中寝てないよね？ 

 ６ ゲーマー、パソコン好き・・・・・・・・スマホも要注意！夜更かし厳禁！ 

 ７ 模試の結果を見て言い訳をする 

 ８ 学校の先生のアドバイスに耳を傾けない 

 

 


